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場研究業績験
平成25年(2013年)未掲載分
平成26年・平成27年(2014年・ 2015年)
2013年論文(和4号未記載分)
(1)瀬野悟史:[アレルギー性鼻炎の研究 アップデート]アレルギー性鼻炎におけるアクアポリ
ン.アレルギー・免疫 20 : 5 ; 728-736， 2013 
2014年論文
(1) 小河孝夫，戸嶋一郎，清水猛史:I英上皮傷害マウスモデルにおけるパルプロ酸ナトリウムに
よる嘆神経再生作用.耳鼻咽喉科ニューロサイエンス 28 ; 17-19， 2014 
(2) 竹津公美子，柴山将之，神前英明，大脇成広，清水猛史:高度肥満，血友病A，HIV. HCV 
感染症のある患者に対する気管切開術.日気食会報 66 : 1 ; 54-60， 2014 
(3) 竹津公美子，柴山将之，瀬野悟史，清水猛史:!蝶形骨洞原発の浸潤型副鼻腔真菌症例.耳鼻
感染症・エアロゾル 2 : 1 ; 4-18， 2014 
(4) 松本晃治，有方雅彦，神前英明，清水猛史:涙嚢原発腺癌症例.頭頚部外科 24 : 2 ; 155-
159， 2014 
(5) 小河孝夫，竹津公美子，清水猛史:パルプロ酸ナトリウムはメチマゾールによるマウス嘆
上皮傷害モデルにおいて嘆神経再生を促進する.耳鼻免疫アレルギー(JJIAO)32 : 3 ; 191-
195， 2014 
(6) 小野麻友，柴山将之，神前英明，竹j畢公美子，大脇成広，清水猛史:食道・胃筋層内にまで
進展した深頚部膿蕩例.耳鼻臨床 107 : 1; 927-933， 2014 
(7) 小野麻友，糟谷憲邦，加藤智久，清水猛史:側頚嚢胞が疑われた第4咽頭嚢由来の上副甲状
腺嚢胞例. 日気食会報 67 : 4 ; 350-355， 2014 
(8) 宮崎総一郎，新谷朋子，駒田一朗:肩桃肥大耳鼻科医の立場から.小児科臨床別刷 67: 
983-988， 2014 
(9) 小河孝夫:老年性嘆覚障害と先天性嘆覚障害.におい・かおり環境学会誌 45: 4 ; 287-
296， 2014 
ω) 小河孝夫:I奥覚障害の問診，診察，画像診断. 日鼻誌 53 : 4 ; 112-117， 2014 
(1) 小野麻友，糟谷憲邦，清水猛史:呼吸苦を主訴とした側頚嚢胞例.口咽科27: 2 ; 199-203， 
2014 
ω 大脇成広，小野麻友，丸尾良浩，清水猛史:小児プランマー病の 1例.頭頚部外科 24: 3 ; 
273-277， 2014 
同瀬野悟志，立石碧，清水猛史:当科における歯性上顎洞炎症例の検討.公立甲賀病院紀要
17 : 1-5， 2014 
(14) 清水猛史:特集・鼻の疑問に答える 小児と成人の鼻づまりの病態と治療法の違いは?
JOHNS 30: 9 ; 835-838， 2014 
同 岩崎成仁，善本知広:アレルギー用語解説シリーズ PAMPs. アレルギー 63 : 7 ; 958-
-113-
960， 2014 
側 岩崎成仁，善本和広:アレルギー用語解説シリーズ樹状細胞.アレルギー 63 : 10 ; 1368-
1369， 2014 
間 駒田一朗:身体発達障害を認めた小児閉塞性睡眠時無呼吸症候群の一例.大津市医師会誌
37 : 2 ; 11-13， 2014 
G司 TakaoOgawa， Kumiko Takezawa， Shino Shimizu and Takeshi Shimizu : Valproic acid 
promotes neural regeneration of olfactory epithelium in adult mice after methimazole-
induced damage. Am J Rhinol Allergy 28: e95-e99， 2014 
4到 ShinoShimizu， Hideaki Kouzaki， Takao Ogawa， Kumiko Takezawa and Takeshi Shimizu 
: Eosinophil-epithelial cel interactions stimulate the production of MUC5AC mucin and 
profibrotic cytokines involved in airway tissue remodeling. Am J Rhinol Allergy 28: 103-
109， 2014 
位。 ToshifumiNanjo， Takaomi Fukuhara， Naoko Kameshima， Daijiro Yanagisawa， Shino 
Shimizu， Takeshi Shimizu， Akihiro Shiino， Hiroyasu Akatsu， Takayuki Yamamoto， Ikuo 
Tooyama : Development of a method to measure A s 42 in nasal cavity samples and its 
application in normal human volunteers. J ournal of Brain Science 4: 1-5， 2014 
位。 KenichiroHara， Koji Iijima， Martha K. Elias， Satoshi Seno， Ichiro Tojima， Takao 
Kobayashi， Gail M. Kephart， Masahiko Kurabayashi， Hirohiko Kita: Airway uric acid is a 
sensor of inhaled protease allergens and initiates type 2 immune responses in respiratory 
mucosa. J Immunol192: 4032-4042， 2014 
2014年著書・その他
(1) 清水猛史:小児に特有な耳鼻咽喉科疾患の診療小児の鼻・副鼻腔炎.ENT耳鼻咽喉科臨
床フロンテイア 「子どもを診る、高齢者を診るJ山岨達也編.中山書庖;2014 p.145-153 
(2) 清水猛史:粘液溶解薬.ENT耳鼻咽喉科臨床フロンテイア「最新薬物療法マニュアル一選
び方・使い方」市村恵一編.中山書庖;2014 p.107-111 
(3) 有方雅彦，清水猛史:平成27年 (2015年)滋賀県のスギ花粉飛散予測， 2014 
(4) 駒田一朗，宮崎総一郎:いびき・睡眠障害 ENTコンパス 森山寛.小島博己監修 ライ
フサイエンス;2014 p.72-74 
(5) 清水猛史:地域別花粉症原因植物情報(近畿).おはなのおなやみ一花粉症とアレルギー性
鼻炎の情報サイト， 2014 
(6) 清水猛史:巻頭言「国際学会の愉しみ」アレルギー・免疫 21 : 6 : 7，2014 
(7) Takeshi Shimizu: Coagulation System in allergic rhinitis. Kyung Hee International 
Rhinologic Symposium 2014 p.23-25 
2014年学会発表
(1) 神前英明，竹津公美子，清水猛史:顎下腺に発症した小細胞癌症例.第24回日本頭頚部外科
学会 (2014.1.30-31)
(2) 松本晃治，有方雅彦，神前英明，清水猛史:涙嚢原発腺癌症例.第24日回本頭頚部外科学会
(2014.l. 30-31) 
(3) 小河孝夫，竹津公美子，清水猛史:パルプロ酸ナトリウムは薬剤誘発マウス唄上皮傷害モデ
ルにおいて嘆神経再生を促進する.第32回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会 (2014.2.6-8)
(4) 神前英明，加藤智久，清水猛史:外来環境因子による気道上皮細胞からの1L-18放出のメカ
ニズム.第32回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会 (2014.2.6-8)
(5) 加藤智久，小河孝夫，神前英明，清水猛史 :MPO・ANCA陽性のANCA関連血管炎性中耳炎
の3例.第32回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会 (2014.2.6-8)
(6) 小河孝夫:I奥覚障害の診断.嘆覚冬のセミナー~嘆覚障害をより深く広く理解するために~
(2014.2.15-16) 
(7) 大脇成広，小野麻友，清水猛史:当科における乳幼児気管切開術の検討.第26回日本喉頭科
学会 (2014.3.6-7)
(8) 小野麻友，大脇成広，清水猛史:緊急気管切開を要した喉頭良性腫癌例.第26回日本喉頭科
学会 (2014.3.6-7)
(9) 立石 碧，瀬野悟史:蝶形骨洞炎による下垂体機能低下を合併した海綿静脈洞症候群例.第
117回日耳鼻京滋合同地方部会 (2014.3.15)
側松本晃治，小河孝夫，清水猛史:側頭葉てんかんに伴う嘆覚障害の2例.第117回日耳鼻京
滋合同地方部会 (2014.3.15)
側松原由歩，神前英明，清水猛史:放射線性下顎骨壊死症例.第117回日耳鼻京滋合同地方部
会 (2014.3.15)
同菊岡弘高，星参，清水猛史:喉頭神経鞘腫症例.第117回日耳鼻京滋合同地方部会
(2014.3.15) 
同小河孝夫，清水猛史:顎関節から発生した骨腫癌例.第117回日耳鼻京滋合同地方部会
(2014.3.15) 
(14) 糟谷憲邦，入川直矢，加藤智久，小野麻友:Retroauricular hairline incision (RAHI)を用
いた頚部腫癌手術の検討.第40回日本耳鼻咽喉科滋賀県地方部会 (2014.4.13) 
(1司瀬野悟史，立石 碧，清水猛史:当科における歯性上顎洞炎症例の検討.第40回日本耳鼻咽
喉科滋賀県地方部会 (2014.4.13)
。 駒田一朗，西川美千子，田中俊彦，宮崎総一郎，清水猛史:睡眠時無呼吸に対する当院の軟
口蓋形成術の成績.第40回日本耳鼻咽喉科滋賀県地方部会 (2014.4.13) 
(17) 神前英明，戸嶋一郎，加藤智久，清水志乃，清水猛史:外来環境因子による気道上皮細胞か
らの1L-18放出のメカニズム.第33囲気道分泌研究会 (2014.4.19)
。同神前英明，有方雅彦，戸嶋一郎，清水志乃，清水猛史:スギ花粉刺激による気道上皮細胞か
らの1L-25産生について.第26回日本アレルギー学会春季臨床大会 (2014.5.9-11)
同清水志乃，神前英明，加藤智久，清水猛史:上気道炎症におけるHMGB1の関与.第26回日
本アレルギー学会春季臨床大会 (2014.5.9-11)
側小河孝夫，加藤智久，小野麻友，清水猛史:先天性嘆覚障害症例の検討.第115回日本耳鼻
咽喉科学会 (2014.5.14-17)
凶大脇成広，小野麻友，松本晃治，加藤智久，松原由歩，有方雅彦，小河孝夫，戸嶋一郎，
神前英明，清水猛史:当科における急性喉頭蓋炎症例の検討.第115回日本耳鼻咽喉科学会
(2014.5.14-17) 
凶神前英明，大脇成広，清水猛史:当科における原発不明癌症例の検討.第38回日本頭頚部癌
学会 (2014.6.12-13)
側松原由歩，神前英明，清水猛史:放射線性下顎骨壊死症例.第38回日本頭頚部癌学会
(2014.6.12-13) 
凶小野麻友，大脇成広，清水猛史:自己抜管後に生じた両側披裂軟骨脱臼例.第76回日本耳鼻
咽喉科臨床学会 (2014.6.26-27)
側菊岡弘高，星 参，清水猛史:喉頭神経鞘腫症例.第76回日本耳鼻咽喉科臨床学会
(2014.6.26-27) 
。 立石 碧，瀬野悟史，清水猛史!喋形骨洞炎による下垂体機能低下を合併した海綿静脈洞症
候群例.第76回日本耳鼻咽喉科臨床学会 (2014.6.26-27)
聞 大江祐一郎，小河孝夫，清水猛史:原因不明嘆覚障害患者のMR1における嘆球嘆溝の測定.
第118回日耳鼻京滋合同地方部会 (2014.7.5)
四) 谷口怜子，有方雅彦，戸嶋一郎，大井次郎，深見忠輝，清水猛史:細菌性髄膜炎を生じた蝶
形骨洞炎例.第118回日耳鼻京滋合同地方部会 (2014.7.5)
側小野麻友，大脇成広，清水猛史:r蝶下困難を主訴とした破傷風例.第118回日耳鼻京滋合同
地方部会 (2014.7.5)
側谷口怜子，有方雅彦，戸嶋一郎，清水猛史:細菌性髄膜炎を生じた蝶形骨洞炎例.第2回日
本耳鼻咽喉科感染症・エアロゾル学会 (2014.9.5-6)
側松本晃治，神前英明，清水猛史:Mohs軟膏が有用で、あった終末期下咽頭癌例.第27回日本
口腔・咽頭科学会 (2014.9.11-12)
(32) 駒田一朗，宮崎総一郎，西川美千子，北村拓朗，清水猛史:閉塞性睡眠時無呼吸症候群に対
する軟口蓋形成術 (Two-P4)の成績一手術適応について一.第27回日本口腔・咽頭科学会
(2014.9.11-12) 
同小野麻友，大脇成広，清水猛史:膜下困難を主訴とした破傷風例.第27回日本口腔・咽頭科
学会 (2014.9.11-12)
倒清水志乃，神前英明，清水猛史:上気道炎症におけるHMGB1の関与.第53回日本鼻科学会
(2014.9.25-27) 
同神前英明，戸嶋一郎，清水志乃，清水猛史:外来環境因子による気道上皮細胞からの1L-18
放出のメカニズム.第53回日本鼻科学会 (2014.9.25-27)
側小河孝夫，大江祐一郎，清水猛史:原因不明嘆覚障害患者の喫球・嘆溝評価の意義について.
第53回日本鼻科学会 (2014.9.25-27)
間戸嶋一郎，大江祐一郎，小野麻友，竹津公美子，小河孝夫，清水猛史:浸潤型副鼻腔真菌症
3例の検討第53回日本鼻科学会 (2014.9.25-27)
(お) 神前英明:スギ花粉刺激による気道上皮細胞からのIL・25産生について.アレルギー・好酸
球研究会2014(2014.10.4) 
側竹j畢公美子，神前英明，清水猛史:当科におけるクプラ結石症と運動療法の検討.日本耳科
学会 (2014.10.15-18)
倒神前英明，清水猛史:当科における中耳奇形症例の検討.日本耳科学会 (2014.10.15-18)
性1) 加藤智久，神前英明，大脇成広，清水猛史:BPPVが疑われた小脳梗塞例.第15回京滋めま
いカンファレンス (2014.10.25)
倒 竹j畢公美子，神前英明，清水猛史:めまい問診票の検討.第15回京滋めまいカンファレンス
(2014.10.25) 
同竹j畢公美子，神前英明，清水猛史:ふらつきを主訴に受診した洞機能不全症候群に伴う
Adams-Stokes症候群例.第73回日本めまい平衡医学会 (2014.11.5-7)
(叫)神前英明，竹津公美子，清水猛史:当科における前庭神経炎症例の検討.第73回日本めまい
平衡医学会 (2014.11.5-7)
同花田 誠:咽頭披裂部より発生した類表皮嚢胞の一例.第66回日本気管食道科学会
(2014.11.13-14) 
附小野麻友，大脇成広，大江祐一郎，清水猛史:甲状腺硝子化索状腫蕩 (hyalinizing
trabecular tumor)の一例.第66回日本気管食道科学会 (2014.11.13-14)
間 池田思織，小野麻友，戸嶋一郎，清水猛史:甲状腺癌手術時に認めた非反回下喉頭神経の1例.
第33回滋賀臨床耳鼻咽喉科セミナー (20日.12.6)
側松原由歩，神前英明，清水猛史:当科における中耳奇形症例の検討.第119回京滋合同地方
部会 (2014.12.13)
側池田思織，戸嶋一郎，小野麻友，清水猛史:鼻入口部に発生した化膿性肉芽腫の3例.第119
回京滋合同地方部会 (2014.12.13)
側小野麻友，大脇成広，大江祐一郎，清水猛史:甲状腺硝子化索状腫蕩 (hyalinizing
trabecular tumor)の一例.第119回京滋合同地方部会 (2014.12.13)
告1) Takeshi Shimizu， Ichiro Tojima， Takao Ogawa， Shino Shimizu， Satoshi Omura， Toshiaki 
Sunazuka : Anti-infiammatory effects of a novel 12-membered non-antibiotic macrolide， 
EM900， on mucus secretion from airway epithelial cels. 47th Korean Rhinologic Society 
Ann ual Congress (2014.3 . 9 :ソウル)
(52) Takeshi Shimizu， Shino Shimizu， : Role of coagulation factors in tissue remodeling of 
chronic rhinosinusitis. ERS 2014 (25th Congress of European Rhinologic Society. 32nd 
International Symposium of Infection & Allergy of the Nose.) (2014.6.22-26:アムステル
ダム)
(53) Takeshi Shimizu， Kumiko Takezawa， Takao Ogawa， Ichiro Tojima， Hideaki Kouzaki， Shino 
Shimizu : Role of eosinophils in tissue remodeling of chronic rhinosinusitis. ERS 2014 (25th 
Congress of European Rhinologic Society. 32nd International Symposium of Infection & 
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Allergy of the Nose.) (2014.6.22-26:アムステルダム)
(54) Hideaki Kouzaki， 1chiro Tojima， Shino Shimizu， Takeshi Shimizu: 1ncreased expression 
of the epithelial cell-derived cytokines in eosinophilic chronic rhinosinusitis with nasal 
polyps. ERS 2014 (25th Congress of European Rhinologic Society. 32nd 1nternational 
Symposium of 1nfection & Allergy of the Nose.) (2014.6.22-26:アムステルダム)
信司 1chiro Tojima， Hideaki Kouzaki， Hirohito Kita， Takeshi Shimizu: Allergen-induced 1L-33 
release from airway epithelial cels is mediated through PKC and SYK pathways. ERS 
2014 (25th Congress of European Rhinologic Society. 32nd 1nternational Symposium of 
1nfection & Allergy of the Nose.) (2014.6.22-26:アムステルダム)
(56) Ichiro Komada， Soichiro Miyazaki， Masako Okawa， Michiko Nishikawa， Toshihiko Tanaka， 
Takuya Kitamura， Takeshi Shimizu : Factors for successful pharyngoplasty， Two-P4 
(Two-piece Palatopharyngoplasty) in patients with obstructive sleep apnea syndrome. 
ESRS (22nd Congress of European Sleep Research Society.) (2014.9.16-20:タリン)
間 TakeshiShimizu Role of coagulation factors in mucus hypersecretion of chronic 
rhinosinusitis. SER1N AS1A (Symposium on experimental rhinorogy and immunology of 
the nose in Asia (2014.4.10-12 :北京)
同 TakeshiShimizu: Mucus hypersecretion in the pathogenesis of upper airway inflammation 
; Its merits and demerits. The 10th Research Symposium on Human N atural Defense 
System in Conjunction with PRAMS 2014 in Commemoration of the 10th Anniversary of 
the Airway Mucus 1nstitute (2014.10.18-19 :ソウル)
信到 Takeshi Shimizu: Coagulation system in allergic rhinitis. Kyung Hee 1nternational 
Rhinologic Symposium 2014 (2014.11. 7-9 :ソウル)
2014年特別講演
(1) 有方雅彦:滋賀県の2014年春季スギ花粉飛散予測.第26回滋賀県耳鼻咽喉科オープンセミナ
一(2014.1.16:草津市)
(2) 清水猛史:アレルギーと鼻汁分泌.第13回鼻アレルギー学術講演会 (2014.1.17:松山市)
(3) 清水猛史:アレルギー性鼻炎の基礎と臨床一気道上皮細胞とTSLP、1L-25、1L-33一，資生
堂リサーチセンター講演会 (2014.1.24:横浜市)
(4) 清水猛史:アレルギー性鼻炎と好酸球性副鼻腔炎.第13回東海アレルギーフォーラム
(2014.2.8 :名古屋市)
(5) 有方雅彦:アレルギー性鼻炎の最新の治療ー特異的免疫療法など-第10回滋賀アレルギー
フォーラム (2014.2.16:大津市)
(6) 清水猛史:好酸球性鼻副鼻腔炎の問題点と疑問. 日本耳鼻咽喉科学会三重県地方部会総会
(2014.4.20 :津市)
(7) 大脇成広:急性喉頭蓋炎とその対応.第27回湖耳会カンフアレンス (2014.4.26:草津市)
(8) 清水猛史:難渋する鼻・副鼻腔炎治療を考える. Abbott J apan Web講演会 (2014.6.4:東京)
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(9) 清水猛史:慢性副鼻腔炎と好酸球性副鼻腔炎.第35回富山免疫アレルギー研究会(2014.6.19:
富山市)
同清水猛史:慢性副鼻腔炎と好酸球性副鼻腔炎. 日本耳鼻咽喉科学会福井県地方部会
(2014.6.28 :福井市)
(1) 清水猛史:アレルギーと鼻汁分泌.第10回宮城県免疫アレルギー懇話会 (2014.7.26:11~台市)
ω 清水猛史:免疫アレルギー学からみた上気道炎症の疑問一，[蔓性鼻副鼻腔炎と好酸球性鼻副鼻
腔炎一.東京医科大学・東京薬科大学免疫アレルギー研究会 (2014.1l.18:東京)
同清水猛史:免疫アレルギー学からみた上気道炎症.アレルギー疾患治療講演会 m 大阪
(2014.12.4 :大阪市)
2015年論文
(1) 加藤智久，小河孝夫，神前英明，清水猛史:MPO-ANCA陽性のANCA関連血管炎性中耳炎
の3例.耳鼻臨床 108 : 2 ; 101-108， 2015 
(2) 北原正章:Joseph Toynbee-耳鳴の治療研究に殉じた19世紀の耳科医一.耳鼻臨床 108 : 
3 ; 251-254， 2015 
(3) 立石碧，瀬野悟史，清水猛史:蝶形骨洞炎による下垂体機能低下を合併した海綿静脈洞症候
群例.耳鼻臨床 108 : 4 ; 279-283， 2015 
(4) 菊岡弘高，星参，清水猛史:喉頭神経鞘腫例.耳鼻臨床 108 : 6 ; 471-474， 2015 
(5) 小野麻友，大脇成広，清水猛史:自己抜管後に生じた両側披裂軟骨脱臼症例.耳鼻臨床 108:7; 
535-539， 2015 
(6) 北原正章:Georges Portmann 手持~90年の回顧と展望.耳鼻臨床 108 : 6 ; 493-498， 2015 
(7) 小野麻友，大脇成広，大江祐一郎，清水猛史:甲状腺硝子化索状腫蕩 (hyalinizing
trabecular tumor)の1例. 日気食会報 66 : 4 ; 278-283， 2015 
(8) 小河孝夫，加藤智久，小野麻友，清水猛史:先天性嘆覚障害と診断した16例の臨床像とMRI
所見. 日耳鼻 118 : 1016-1026， 20日
(9) 大脇成広:喉頭摘出後のシャント発声.耳鼻臨床 108 : 10 ; 818-819， 20日
側小野麻友，大脇成広，清水猛史:I燕下困難を主訴とした破傷風の一例.口咽科 28 : 1 ; 83-
87， 2015 
同小河孝夫:I奥覚障害にステロイド治療は有効か.日鼻誌 54 : 62-63， 20日
同谷口怜子，有方雅彦，戸嶋一郎，清水猛史:Streptococcus pneumoniaeによる細菌性髄膜
炎を生じた蝶形骨洞炎例.耳鼻感染症・エアロゾル 3 : 2 ; 81-83， 2015 
同湯田厚司，小川由起子，鈴木祐輔，有方雅彦，神前英明，清水猛史，大田伸男:スギ花粉症
における舌下免疫療法191例の初年度治療成績.アレルギー 64: 10 ; 1323-1333， 20日
(14) 小川由起子，湯田厚司，有方雅彦，神前英明，太田伸男，鈴木祐輔，清水猛史:スギ花粉症
に対する舌下治療法207例の副反応の検討. 日耳鼻 118 : 1429-1435， 2015 
同小河孝夫:I英神経の再生-嘆覚モデルの動物の最新研究から Progressin Medicine 35 : 
4 ; 639-645， 2015 
同駒田一朗:睡眠時無呼吸症候群の外来管理.大津市医師会誌 38 : 3 ; 5-7， 20日
(1竹 清水猛史:耳鼻咽喉科臨床でのマクロライドの使われ方.医療ジャーナル 51 : 3 ; 127-
131， 2015 
同清水猛史:上気道炎とCOPD憎悪 耳鼻咽喉科の立場から，特集・上気道炎とCOPD(慢性
閉塞性肺疾患)MB ENT 184 : 27-31，2015 
側 岩崎成仁，善本知広:アレルギー用語解説シリーズ Local allergic rhinitis. アレルギー
64 : 10 ; 1354-1356， 2015 
位。IchiroTojima， Shino Shimizu， Takao Ogawa， Hideaki Kouzaki， Satoshi Omura， Toshiaki 
Sunazuka， Takeshi Shimizu: Anti-inflammatory effects of a novel non-antibiotic macrolide， 
EM900， on mucus secretion of airway epithelium. Auris Nasus Larynx 42: 332-336， 2015 
位。 HidekaneYoshimura， Chie Oshikawa， Jun Nakayama， Hideaki Moteki， Shin-ichi Usami: 
Identification of a novel CLRNI gene mutation in usher syndrome type 3: two case 
reports. Ann Otol Rhinol Laryngol 124: 5S; 94S-99S， 2015 
凶 YukashiYamashita， Masahiro Hasegawa， Zeyi Deng， Hiroyuki Maeda， Shunsuke Kondo， 
Asanori kyuna， Sen Matayoshi， Shinya Agena， Takayuki Uehara， Hideaki Kouzaki， Takeshi 
Shimizu， Taro Ikegami， Akira Ganaha， Mikio Suzuki: Human papillomavirus infection 
and immunohistochemical expression of cel cycle proteins pRb， p53， and p16INK4a in 
sinonasal diseases. Infectious Agents and Cancer 10: 23， 2015 
白3) Shino Shimizu， Takao Ogawa， Kumiko Takezawa， Ichiro Tojima， Hideaki Kouzaki and 
Takeshi Shimizu: Tissue factor and tissue factor pathway inhibitor in nasal mucosa and 
nasal secretions of chronic rhinosinusitis with nasal polyp. Am J Rhinol Allergy 29: 235-
242， 2015 
2015年著書・その他
(1) 清水猛史:今や国民病!花粉症の季節がやってくる!生活協同組合コープしがスパイラル
292 : 6-7， 2015 
(2) 清水猛史:慢性副鼻腔炎におけるマクロライド系薬のエビデンスーその有効性と限界.マク
ロライド系薬の新しい使い方一実践の秘訣 門田淳一編.南江堂， 2015 p.1l9-126 
(3) 柴山将之:私の診察室から皆様よろしくお願いします.大津市医師会誌， 38 : 3 ; 22-23， 
2015 
(4) 神前英明:めまいの原因と治療.滋賀医大病院ニュース第47号別冊， TOPICS， 2015 
(5) 清水猛史:環境・職業性因子による疾患乗り物酔い(動揺病).今日の治療指針， 2015 
p.997 
(6) 清水猛史:機能回復をめざした耳・鼻・頭頚部疾患の最新治療，滋賀医科大学医学部附属病
院の最新治療がわかる本，南々社， 20日p.66-67
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(7) 有方雅彦，清水猛史:平成28年 (2016年)滋賀県のスギ花粉飛散予測， 2015 
(8) 清水猛史:しっかり治そう 咽頭炎と扇桃炎.マイランEPD合同会社， 2015 
(9) Takeshi Shimizu， Shino Shimizu， Takao Ogawa， Kumiko Takezawa， Hideaki Kouzaki: Role 
of coagulation factors and eosinophils in the pathogenesis of mucus hypersecretion in 
eosinophil-associated chronic rhinosinusitis. Recent Advances in Rhinosinusitis and Nasal 
Polyposis， p.111-116， 2015 
2015年学会発表
(1) 小河孝夫:1臭覚障害にステロイド治療は有用か.第2回嘆覚冬のセミナー (2015.1.11-12)
(2) 有方雅彦:滋賀県の2015年春季スギ花粉飛散予測.第30回滋賀県耳鼻咽喉科オープンセミナ
一(2015.1.15)
(3) 戸嶋一郎:鼻入口部に発生した化膿性肉芽腫の 2例.第25回日本頭頚部外科学会
(2015.1.29-30) 
(4) 池田思織:術中神経モニタリングが有用であった甲状腺癌手術時の非反田下喉頭神経例.
第25回日本頭頚部外科学会 (2015.1.29-30)
(5) 駒田一朗，西川美千子，西山彰子，宮崎総一郎，清水猛史，吉川佳子，寺脇裕子，鐘ケ江宏
美，津田幸子:小児アデノイド切除術における細菌検査の検討. 第28回睡眠呼吸障害研究
会耳鼻咽喉科部会 (2015.2.14)
(6) 神前英明，戸嶋一郎，清水志乃，清水猛史:好酸球性副鼻腔炎における内因性プロテアーゼ
インヒピターの役割.第33回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会 (2015.2.26-28)
(7) 小河孝夫，清水猛史:長期にわたる加療を要した難治性の口腔咽頭潰蕩4例.第33回日本耳
鼻咽喉科免疫アレルギー学会 (2015.2.26-28)
(8) 戸嶋一郎，神前英明，小河孝夫，清水猛史:副鼻腔疾患における好酸球と1LC2. 第33回日
本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会 (2015.2.26-28)
(9) 竹津公美子，小河孝夫，清水志乃，清水猛史:難治性上気道炎症に対する新たな局所治療薬
としてのEpidermalgrowth factor (EGF)受容体阻害薬の可能性.第33回日本耳鼻咽喉科免
疫アレルギー学会 (2015.2.26-28)
側 有方雅彦:アレルギー性鼻炎 ~最近の話題~第32回滋賀県耳鼻咽喉科オープンセミナー
(2015.3.12) 
(1) 松原由歩，小河孝夫，戸嶋一郎，小野麻友，大江祐一郎，谷口怜子，清水猛史:先天性外耳
道狭窄症の3例.第120回日耳鼻京滋合同地方部会 (2015.3.14)
ω 池田思織，戸嶋一郎.松原由歩，清水猛史:声門下病変による呼吸苦を主訴としたホジキン
リンパ腫例.第120回日耳鼻京滋合同地方部会 (2015.3.14)
同松本晃治，有方雅彦，清水猛史:当科におけるTPF療法施行例の発熱性好中球減少症の検討.
第120回日耳鼻京滋合同地方部会 (2015.3.14)
同大脇成広，小野麻友，清水猛史:当科における甲状軟骨形成術I型の検討.第27回日本喉頭科
学会 (2015.4.9-10) 
同松原由歩，戸嶋一郎，谷口怜子，清水猛史:頭頚部領域に発生した比較的まれな多形腺腫の
2例.第41回日本耳鼻咽喉科学会滋賀県地方部会 (2015.4.19) 
同 有方雅彦，清水猛史:アレルギー性鼻炎の治療戦略(アレルゲン免疫療法を含めて).第41
回日本耳鼻咽喉科学会滋賀県地方部会 (2015.4.19) 
間 中山潤，神前英明，竹淳公美子，清水志乃，清水猛史:当科における難聴遺伝子診療外来の
現状.第41回日本耳鼻咽喉科学会滋賀県地方部会 (2015.4.19)
側花田誠:小児岐筋肉動静脈奇形のー症例.第10回日本小児耳鼻咽喉科学会 (2015. 5 . 8-9) 
側小河孝夫，中山 潤，清水猛史:長期加療を要した口腔咽頭潰蕩4例.第116回日本耳鼻咽
喉科学会 (2015.5.20-23)
。 神前英明，戸嶋一郎，清水志乃，清水猛史:外来環境因子によるIL・18放出のメカニズ、ム.
第116回日本耳鼻咽喉科学会 (2015.5.20-23)
ω 神前英明，戸嶋一郎，清水志乃，清水猛史:好酸球性副鼻腔炎における内因性プロテアーゼ
インヒビターの役割.第64回日本アレルギー学会 (2015.5.25-28)
倒戸嶋一郎，神前英明，清水猛史:好酸球性副鼻腔炎におけるILC2.第64回日本アレルギー
学会 (2015.5.25-28)
附加藤智久，神前英明，戸嶋一郎，清水志乃，清水猛史:上気道炎症におけるカルプロテクチ
ンの役割.第64回日本アレルギー学会 (2015.5.25-28)
仰) 岩崎成仁，松下一史，清水猛史，善本知広:LPSを引き金としたIgE非依存性鼻炎症状の誘
導.第64回日本アレルギー学会 (2015.5.25-28)
倒神前英明，高橋克仁，谷口玲子，有方雅彦，清水猛史:頚部に発生した骨外性間葉性軟骨肉
腫例.第39回日本頭頚部癌学会 (2015.6.3-6)
位。松本晃治，有方雅彦，清水猛史:当科におけるTPF療法施行例の発熱性好中球減少症の検討.
第39回日本頭頚部癌学会 (2015.6.3-6)
間 中村圭吾，戸嶋一郎，清水猛史:両側先天性後鼻孔閉鎖により，出生直後に窒息を来した
CHARGE症候群例.第121回日耳鼻京滋合同地方部会 (2015.6.20)
側谷口怜子，神前英明，有方雅彦，清水猛史:頚部に発生した骨外性問葉性軟骨肉腫例.第
121匝日耳鼻京滋合同地方部会 (2015.6.20)
岡 山本小百合，大脇成広，松本晃治，清水猛史:転移性口蓋扇桃腫場によって発見された肺小
細胞癌例.第121回日耳鼻京滋合同地方部会 (2015.6.20)
側有方雅彦，松本晃治，大脇成広，清水猛史:粒子線照射後に生じた放射線脳壊死の3例.第
121回日耳鼻京滋合同地方部会 (2015.6.20)
倒 池田思織，清水猛史:声門下病変による呼吸苦を主訴としたホジキンリンパ腫例.第77回耳
鼻咽喉科臨床学会 (2015.6.25-26)
倒加藤智久，神前英明，大脇成広，清水猛史:BPPVが疑われた小脳梗塞例.第77回耳鼻咽喉
科臨床学会 (2015.6.25-26)
側喜多有理，川見員令，大脇成広:日常生活への般化に至るまでに期間を要したシャント発声
例のST介入意義について.第16回日本言語聴覚学会 (2015.6.26-27)
(34) 神前英明，戸嶋一郎，清水志乃，清水猛史:好酸球性副鼻腔炎における内因性プロテアーゼ
- 122-
インヒビターの役割.第34囲気道分泌研究会 (2015.7.11)
同 有方雅彦，伊藤靖，小笠原一誠，清水猛史:カニクイザルにおける鳥インフルエンザウイル
ス (H5Nl， H7N9)感染に対するクラリスロマイシンの有効性評価.第2回マクロライド新
作用研究会 (2015.7.17-18)
。 戸嶋一郎，谷口怜子，清水猛史:小児急J性副鼻腔炎に伴う眼寓内合併症に対し、保存的治療
により治癒した4例.第3回日本耳鼻咽喉科感染症・エアロゾル学会 (2015.9.3-4)
間駒田一朗:高齢者への対応.シンポジウム「睡眠時無呼吸・いびきへの対応 最前線」第28
回日本口腔・咽頭科学会 (2015.9.10-11)
側 山本小百合，大脇成広，清水猛史:転移性口蓋扇桃腫蕩によって発見された肺小細胞癌例.
第28回日本口腔・咽頭科学会 (2015.9.10-11)
倒松原由歩，大脇成広，清水猛史:口蓋に発生した多形腺腫の2例.第28回日本口腔・咽頭科
学会 (2015.9.10-11)
剛 山本小百合，戸嶋一郎，清水猛史:原発性線毛運動不全症が疑われた l例.第34回滋賀臨床
耳鼻咽喉科セミナー (2015.9.12)
倒小河孝夫，中多祐介，松本晃治，清水猛史:高齢期の味覚変化 ろ紙ディスク法と電気味覚
検査による検討.第49回日本味と匂学会 (2015.9.24-26)
同神前英明，戸嶋一郎，清水志乃，清水猛史:好酸球性副鼻腔炎における内因性プロテアーゼ
インヒピターの役割.第54回鼻科学会 (2015.10.1)
同加藤智久，神前英明，戸嶋一郎，清水志乃，清水猛史:上気道アレルギ〕性炎症におけるカ
ルプロテクチンの役割.第54回鼻科学会 (2015.10.1) 
(叫) 清水志乃，戸嶋一郎、神前英明、清水猛史:トロンピンと活性化第X因子は鼻茸線維芽細胞
のPARsを介して好酸球浸潤や組織リモデリングに関与する.第54回鼻科学会 (2015.10.1)
岡戸嶋一郎:Group 2 innate lymphoid cel : 1L-33の産生と好酸球浸潤・増殖の関連.鼻科学
アップデートセミナー「副鼻腔炎を取り巻く難治化因子」第54回鼻科学会 (2015.10.1)
倒神前英明，立石碧，清水猛史:外耳道腺様嚢胞癌の3症例.第25回日本耳科学会 (2015.10.8)
附松本晃治，大江祐一郎，谷口玲子，清水猛史:先天性外耳道狭窄症の5例.第25回日本耳科
学会 (2015.10.8)
側竹j畢公美子:サウンドプロセッサの技術進化とともにもたらされた“聴こえ"の変化.第60
回日本聴覚医学会 (2015.10.23)
側竹j畢公美子，神前英明，清水猛史:回転性めまいを主訴に受診した鼻性めまい例.第16回
京滋めまいカンファレンス (2015.10.24)
側 大道千奈津，神前英明，清水猛史:当院の救急外来と耳鼻科外来を受診しためまい患者の比
較.第16回京滋めまいカンファレンス (2015.10.24)
同神前英明:好酸球性副鼻腔炎における内因性プロテアーゼインヒピターの役割.アレルギー・
好酸球研究会2015(2015.10.24) 
同 中村圭吾，小河孝夫，山本小百合，清水猛史:感官後嘆覚障害の臨床的検討.第122回目耳
鼻京滋合同地方部会 (2015.12.12)
岡 山本小百合，戸嶋一郎，長尾みずほ，竹内万彦，清水猛史:原発'1空線毛運動不全症を疑った
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1例.第122回日耳鼻京滋合同地方部会 (2015，12.12)
制大江祐一郎，糟谷憲邦:神経鞘内での梗塞が疑われ臨床症状を呈した異所性副甲状腺の一例.
第122回日耳鼻京滋合同地方部会 (2015.12.12)
同大道千奈津，大脇成広，戸嶋一郎，清水猛史:造血幹細胞移植後GVHD経過中に発症した口
腔癌例.第122回日耳鼻京滋合同地方部会 (2015.12.12)
(56) Hideaki Kouzaki， 1chiro Tojima， Shino Shimizu， Takeshi Shimizu : Epithelial cell-derived 
cytokines contribute to the pathophysiology of eosinophilic chronic rhinosinusitis. The 
20日 AAA1Annuual Meething (2015.2.20-24:ヒューストン)
お司 Koji Matsumoto， Takao Ogawa， Takeshi Shimizu : Olfactory dysfunction caused by 
temporallobe epilepsy. 16th World Congress of Rhinology (2015.4.30-5.2:サンパウロ)
(58) Takeshi Shimizu， Shino Shimizu : Eosinophil-epithelial cel interactions stimulate the 
production of MUC5AC mucin and profibrotic cytokines through the transactivation 
of epidermal growth factor receptor in airway epithelial cels. 16th W orld Congress of 
Rhinology (2015.4.30-5.2 :サンパウロ)
(59) Takeshi Shimizu: Role of eosinophils in tissue remodeling of chronic rhinosinusitis. 17th 
Asian Research Symposium in Rhinology (2015.4.9-11 :北京)
倍。 HideakiKouzaki， Ichiro Tojima， Shino Shimizu， Takeshi Shimizu : Epithelial cell-derived 
cytokines contribute to the pathophysiology of eosinophilic chronic rhinosinusitis. 
The 11th Research Symposium on Human Natural Defense System in conjunction with 
Rhinology Research Forum in Asia (RReFA) Annual Meeting 2015. (2015.10.17-18 :ソ
ウル)
倍。 1chiroTojima， Hideaki Kouzaki， Takeshi Shimizu : Role of group 2 innate lymphoid cels 
(1LC2s) and 1L-33 in the pathogenesis of eosinophilic chronic rhinosinusitis. The 11th 
Research Symposium on Human Natural Defense System in conjunction with Rhinology 
Research Forum in Asia (RReFA) Annual Meeting 2015. (2015.10.17-18 :ソウル)
お功 Takeshi Shimizu: Our research interests and pathogenesis of eosinophilic chronic 
rhinosinusitis. The 11th Research Symposium on Human N atural Defense System in 
conjunction with Rhinology Research Forum in Asia (RReFA) Annual Meeting 2015 
(2015.10.17-18 :ソウル)
信3) Takeshi Shimizu: Role of innate immunity in the pathogenesis of allergic rhinitis and 
eosinophilic chronic rhinosinusitis. 13th Japan-Taiwan Conference on Otolaryngology-
Head and N eck Surgery. (2015.12.3-4 :東京)
側 KojiMatsumoto， Takeo Ogawa， Takeshi Shimizu: Olfactory dysfunction caused by 
temporallobe epilepsy. 13th ]apan-Taiwan Conference on Otolaryngology-Head and Neck 
Surgery. (2015.12.3-4 :東京)
担。 SayuriYamamoto， 1chiro Tojima， Takeshi Shimizu， Mizuho Nagano， Kazuhiko Takeuchi: 
A case of primary ciliary dyskinesia examined by genetic analysis. 13th] apan-Taiwan 
Conference on Otolaryngology-Head and N eck Surgery. (2015.12.3-4 :東京)
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倍。 TakeshiShimizu: Interaction between coagulation and upper airway inflammation. 13th 
]apan-Taiwan Conference on Otolaryngology-Head and Neck Surgery (2015.12.3-4:東京)
2015年特別講演
(1) 清水猛史:免疫アレルギー学からみた上気道炎症.平成26年度第2回慶耳会学術講演会
(2015.2.7 :東京)
(2) 清水猛史:免疫アレルギー学からみた上気道炎症の疑問-慢性鼻副鼻腔炎と好酸球性鼻副鼻
腔炎長崎県耳鼻咽喉科専門医講座 (2015.2.12:長崎)
(3) 清水猛史:耳鼻咽喉科臨床におけるマクロライドの使われ方.アボットジャパンWEB講演
会日本発!マクロライドの治療効果をめぐる30年の歩み (2015.2.14:福岡)
(4) 清水猛史:歯科口腔外科診僚に役立つ耳鼻咽喉科の知識.第31回滋賀歯学会. (2015.3.8: 
大津市)
(5) 清水猛史:上気道炎の研究とお世話になった先生.平成27年度三医会定期総会 (2015.6.2: 
津市)
(6) 清水猛史:耳鼻科臨床でのマクロライドの使われ方.アポットジャパンWEB講演会特別企
画 (2015.6.13:東京)
(7) 清水猛史:アレルギーと鼻汁分泌.第5回北摂アレルギー研究会 (2015.6.18:大阪市)
(8) 有方雅彦:アレルギー性鼻炎の治療戦略(アレルゲン免疫療法を含めて).守山野洲薬剤医
師会 (2015.7.25:守山市)
(9) 清水猛史:免疫アレルギー学からみた上気道炎症一好酸球性副鼻腔炎の疑問一.兵庫県耳鼻
咽喉科医会第201回臨床懇話会 (2015.7.26:神戸市)
。 清水猛史:免疫アレルギー学からみた上気道炎症一好酸球性鼻副鼻腔炎の疑問ー.第118回
日本耳鼻栃木県地方部会 (2015.9.06:下野市)
仰) 清水猛史:免疫アレルギー学からみた上気道炎症一好酸球性鼻副鼻腔炎の疑問-第106回
鹿児島県耳鼻咽喉科学学術集会 (2015.10.22:鹿児島市)
(12) 清水猛史:口腔疾患の臨床.湖北医師会学術講演会 (2015.10.29:長浜市)
(13) 清水猛史:免疫アレルギー学からみた上気道炎症ーアレルギ〕性鼻炎と好酸球性副鼻腔炎-
.第36回滋賀県耳鼻咽喉科専門医会 (2015.1l. 28 :大津市)
(14) 中山潤:補聴器の機種選択.第5回補聴器相談医更新のための講習会 (2015.11.28:大津市)
同清水猛史:免疫アレルギー学からみた上気道炎の疑問ーアレルギー性鼻炎と好酸球性副鼻腔
炎一.第111回群馬県地方部会 (2015.11.29.前橋市)
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あとがき
同門会誌「和」は平成19年に第1号が発刊され、今回で第5号を発刊することと
なりました。第1、2号では中山潤先生、第3、4では小河孝夫先生、今回の第5
号では私が担当させていただくこととなりました。初めて担当させていただいたの
ですが、前任者である小河先生から的確なアドバイスをいただき、医局秘書の松原
さんが前回も担当していたのでスムーズにすすみ、無事発刊することができました。
今回も多くの先生方にご協力・執筆していただき、ありがとうございました。北
原正章名誉教授より思師である後藤光治先生との出会いから最後までの原稿をいた
だきました。会話のやりとりの様子を垣間見ることができ、思師とのつがなりを感
じられました。駒田一朗先生より第27回・ 28回湖耳会カンファレンス「耳鳴・めま
い患者を診る耳鼻咽喉科医への提言 北原正章先生」について、第37回日本アーユ
ルヴェーダ学会神戸研究総会2015で会長を務められた北西剛先生から特別寄稿をい
ただきました。
今後も新たな話題、楽しい話題がありましたら、どんな内容でも構いませんので、
次回の第6号に投稿をしていただければありがたいですD よろしくお願いします。
「和」第5号編集担当
有方雅彦
滋賀医科大学耳鼻咽喉科学教室
同門会誌「和j第5号
発行日平成28年4月
発行所 滋賀医科大学耳鼻咽喉科学教室
岡門会誌編集担当有方雅彦
松原裕子〔医局秘書〕
小坂至乃
